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５ その他

○職員の懲戒処分の状況について………………………………………… ４
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報告第１号 

 

議案に対する意見について 

 

知事から意見を求められた下記議案について、緊急を要するため、青森

県教育委員会の事務の委任等に関する規則第４条第１項の規定に基づき、

教育長において臨時に代理し、原案に同意したので、ここに報告します。 

 

記 

 

１ 令和元年度青森県一般会計補正予算（第１号）案（教育委員会所管分） 
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陳情第１号 

 

県立高等学校教育改革に係る件について 

 

１ 「青森県立中里高等学校の存続について」の件 

 

 ・提出者住所  青森県北津軽郡中泊町大字中里字紅葉坂２０９番地 

 

 ・提出者氏名  中泊町長 濱舘 豊光 外４名   

 

 ・受理年月日  令和元年１０月１日 

 

 

２ 「青森県立中里高等学校の存続について」の件 

 

 ・提出者住所  青森県北津軽郡中泊町大字中里字紅葉坂２０９番地 

 

 ・提出者氏名  中泊町議会議長 長利 司 外１２名   

 

 ・受理年月日  令和元年１０月１日 

 

 

－2－



議案第１号

青森県立郷土館協議会委員の人事について

青森県立郷土館協議会委員の人事を次のとおり行う。

横 山 信 子

木 立 絢 子

工 藤 規 正

中 村 紹 子

齋  麻 毅

中 村 文 子

田 中 高 央

長 内 幸 子

工 藤 清 泰

工 藤 雅 世

安 田 勝 寿

齋 藤 信 夫

青森県立郷土館協議会委員に任命する

任期は令和元年１０月２１日から令和３年１０月２０日までと

する

令和元年１０月１６日

青森県教育委員会
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［その他］ 

職員の懲戒処分の状況について 

令和元年１０月（９月１日～９月３０日分） 

 

        青森県教育委員会 

 

事案１ ①被 処 分 者  三八地域八戸市の中学校 教諭（５３歳 男性） 

    ②事件の概要等  人身事故（治療期間が３０日以上３月未満） 
・ 平成３１年１月１日（火・祝）午前１１時３５分頃 
・ 八戸市内の市道 
・ 自動車を運転中、駐車場から道路に出る際、左側から走行してきた

自動車に衝突したもの。 
・ 事故の相手方（女性１名 ３か月程度の加療） 

③処 分 内 容  戒告 

④処分年月日  令和元年９月１７日 

 

事案２ （処分後速やかに公表した事案） 

①被 処 分 者  上北地域市部以外の中学校 教諭（４０歳 男性） 

    ②事件の概要等  酒気帯び運転 
     ・ 平成３１年３月６日（水）の勤務終了後、帰宅してから車を運転し

て三沢市内の飲食店へ出かけ、午後９～１１時頃まで１人でビールを

中ジョッキ２杯、日本酒をコップで２杯程度飲酒した。 
     ・ 飲食店を出た後、運転代行を利用して帰ろうとしたが見つからず、

車の中で３０分程度仮眠した後、午後１１時３０分頃、自ら車を運転

して自宅へ向かった。 
     ・ 自宅へ向かう途中、交差点で信号を待っている間に眠ってしまい、

平成３１年３月７日（木）午前０時２４分頃、警察官に起こされ、呼

気検査の結果、呼気１リットル中のアルコール濃度０．１７ｍｇの数

値が出たため、道路交通法違反（酒気帯び運転）で検挙された。 
③処 分 内 容  免職 

④処分年月日  令和元年９月３０日 
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参 考 資 料

第８４９回定例会（令和元年１０月）

●報告第１号

議案に対する意見について P１

●陳情第１号

県立高等学校教育改革に係る件について P２～P７

●議案第１号

青森県立郷土館協議会委員の人事について P８～P９



令和元年度 9 月補正予算の概要について（教育委員会所管分）

9 月補正予算額 △３２３，００９千円

現 計 予 算 額 １２９，４２８，３６１千円

補正後の予算額 １２９，１０５，３５２千円

◎計上の主なもの

学校建設費 △２８１，０９５千円

○弘前実業高等学校校舎改修事業費本年度支出額 △２８１，０９５千円

仮設校舎の設置に伴う増額補正及び工期延長に伴う本年度事業

費の減額補正

保健給食振興費 △６８，２２１千円

職員費 △６５，９８１千円○

国民スポーツ大会準備室が企画政策部に移管されたことに伴う

給与費の減額補正

体育振興費 ２３，９３５千円

第80回国民スポーツ大会開催準備事業費 △２９，１２１千円○

国民スポーツ大会開催基金積立金 △１，６１４千円○

国民スポーツ大会準備室が企画政策部に移管されたことに伴う

開催準備事業費等の減額補正

第75回国民体育大会冬季大会スケート・アイスホッケー競技会○

開催経費 ５６，２５０千円

日本スポーツ振興センターからの助成金の受入先が県実行委員

会から県に変更となったことによる増額補正

参 考 資 料

報告第１号関係
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参 考 資 料
陳情第１号関係
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参 考 資 料
陳情第１号関係
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参 考 資 料
陳情第１号関係
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参 考 資 料
陳情第１号関係
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参 考 資 料
陳情第１号関係
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参 考 資 料
陳情第１号関係
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NO 氏   名 性別 選考分野 備     考 新任 氏   名 性別 選考分野 備     考

1 柴 田 敬 司 男 小学校 むつ市立正津川小学校長 → 新任 横 山 信 子 女 小学校 大間町立大間小学校長

2 木 立 絢 子 女 小学校 青森市立堤小学校教諭 再任

3 工 藤 規 正 男 中学校
十和田市立十和田湖小学
校長（十和田湖中学校長
兼務）

再任

4 中 村 紹 子 女 県立学校 青森県立盲学校長 再任

5 齋  麻 毅 男 社会教育
(公募)
神社宮司

再任

6 中 村 文 子 女 社会教育
(公募)
三内丸山ボランティア
浪館小図書ボランティア

再任

7 田 中 高 央 男 社会教育

(公募)
元小学校教員
県青少年健全育成推進員
青森市社会福祉協議会評
議員

再任

8 長 内 幸 子 女 社会教育
(公募)
大鰐町連合婦人会会長
大鰐町社会教育委員

再任

9 福 田 友 之 男 人文
日本考古学協会会員
県立郷土館元副館長 → 新任 工 藤 清 泰 男 人文

元青森市職員
日本考古学協会会員

10 工 藤 雅 世 女 観光 青森大学教授 再任

11 安 田 勝 寿 男 博物館 ヤスダコレクション代表 再任

12 齋 藤 信 夫 男 自然 青森自然誌研究会会長 再任

青森県立郷土館協議会委員人事案

学校教育

社会教育
・

家庭教育

学識
経験者

分野

第23期委員
（任期：平成29年10月15日～令和元年10月14日）

第24期委員
（任期：令和元年10月21日～令和3年10月20日）

参 考 資 料

議案第１号関係
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青森県立郷土館協議会 関係法令（抜粋） 

 

博物館法（昭和２６年法律第２８５号） 

 

（博物館協議会） 

第２０条 公立博物館に、博物館協議会を置くことができる。 

２ 博物館協議会は、博物館の運営に関し館長の諮問に応ずるととも

に、館長に対して意見を述べる機関とする。 

第２１条 博物館協議会の委員は、当該博物館を設置する地方公共団体

の教育委員会が任命する。 

第２２条 博物館協議会の設置、その委員の任命の基準、定数及び任期

その他博物館協議会に関し必要な事項は、当該博物館を設置する地方

公共団体の条例で定めなければならない。この場合において、委員の

任命の基準については、文部科学省令で定める基準を参酌するものと

する。 

 

 

 

青森県立郷土館協議会条例（昭和４８年３月青森県条例第５号） 

 

 (設置) 

第１条 博物館法(昭和２６年法律第２８５号)第２０条第１項の規定に

基づき､青森県立郷土館協議会(以下「協議会」という｡)を設置する。 

(委員の任命の基準) 

第２条 協議会の委員(以下「委員」という。)の任命の基準は、学校教

育及び社会教育の関係者、家庭教育の向上に資する活動を行う者並び

に学識経験のある者の中から任命することとする。 

(委員の定数) 

第３条 委員の定数は、１２人以内とする。 

(委員の任期) 

第４条 委員の任期は、２年とする。ただし、補欠委員の任期は、前任

者の残任期間とする。 

参 考 資 料 

議案第１号関係 
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